
船舶交通安全行政の現状

情報機構等

一元化
制度・規制による
安全確保

航路標識整備に
よる安全確保

船舶交通の現状・将来と課題

交通実態の変化

船舶交通形態＝多様化、複雑化

海難＝ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等頻発

課題・社会ニーズ

船舶交通安全政策の方向性

＜安全性と効率性が両立した船舶交通環境の創出＞＜安全性と効率性が両立した船舶交通環境の創出＞

施策の展開

主要船舶交通ルートにおける新たな船
舶交通体系の構築

地域・生活に密着した安全対策の推進

周辺状況の変化

社会・経済＝空洞化、低コスト化

環境＝地球温暖化等

航行援助 航行安全

安全性＝大規模海難阻止、ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難削減

効率性＝国際競争力再生、ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ促進

環境＝ＣＯ２、特別管理産業廃棄物削減

国際動向＝ＡＩＳ出現、義務化等

地球環境に配慮した事業の推進

・大規模海難防止
・定時性、時間短縮

・小型船舶の航行
の安全性向上

・CO2、特別管理

産業廃棄物削減

・ＡＩＳ次世代航行支援ｼｽﾃﾑ構築
・海上交通情報機構拡充
・航路標識設置、改修、高機能化・
高規格化

・ＭＩＣＳ整備
・安全指導、啓蒙活動

・標識電源のクリーンエネルギー化

航行の安全と効率の向上をめざす船舶交通安全政策のあり航行の安全と効率の向上をめざす船舶交通安全政策のあり方（構成図）方（構成図）

船舶交通安全政策の重点目標 ｱｳﾄｶﾑ

具体的施策

新たな船舶交通安全政策の展開新たな船舶交通安全政策の展開

・ハードとソフトの 効 果 的 連 携
・施 策 の 集 中 的 展 開

資料４


